
長年の信頼を未来へつなぐ、
地域を超えたバトンタッチ

㈲オースヤ様からの事業承継は、弊
社にとって新たな挑戦でした。長年の
納入先であり、お客様への供給責任
を果たすためにも、この事業を引き
継ぐことは必要だと感じました。今後
は、オースヤさんが築き上げた信頼を
引き継ぎ、福岡市近郊エリアでもさ
らに事業を成長させていきたいと考え
ています。

ハラダ金属㈱

原田 敦さん
代表取締役

会社の今後を考えた時、従業員と長年の
取引先をどう守るかが一番の課題でし
た。M&Aは初めての経験で不安だらけ
でしたが、商工会議所に相談したことで、
スムーズに、そして安心して進めることが
できました。ハラダ金属さんが私たちの
思いを理解し、事業を引き継いでくれた
ことに心から感謝しています。

㈲オースヤ

大洲 隆さん

前代表取締役社長

福岡市と北九州市等の異なる地域間の
事業承継では、物流や営業体制の再構
築、顧客との信頼関係の維持など、通常
の承継以上に丁寧な準備が求められま
す。早めの着手が何よりも大切ですの
で、お気軽にご相談ください。

福岡商工会議所

山田 雅彦
経営指導員

承継への決意と課題
福岡市南区で長年、分電盤・配電盤部品の卸売業を営んできた㈲
オースヤの大洲社長は、80代を迎え、「従業員の雇用を守りたい」「取引
先に迷惑をかけたくない」という思いのもと、事業承継を決意しました。
長年の仕入先であり、北九州市を主要営業エリアとするハラダ金属㈱へ
承継する方向性は決まったものの、具体的な進め方や、事業承継に伴う
リスク、留意点など、不明点ばかりで大きな不安を感じていました。
また、譲受側である原田社長も「長年の納入先であるオースヤさんが
なくなるのは困る」「顧客へ安定した商品供給を続けたい」という思いを
抱きながらも、初めてのM&Aであるため、福岡市方面への営業エリア
拡大に伴う管理面や、引き継ぐ従業員が新しい環境で円滑に働けるか
という不安を抱えていました。

面談を重ね、承継のプロセスを明確に
そんな中、大洲社長が頼ったのが福岡商工会議所の経営相談窓口で
した。窓口を通じて、事業承継・引継ぎ支援センターを知り、すぐに相談
を開始。センターからは、承継のプロセス全体にわたる具体的なアドバイ
スや、起こりうるリスクへの対応策、さらに事業譲渡契約書の作成に関す
るアドバイスなど、手厚い支援を受けることができました。
さらに、大洲社長、原田社長、センター担当者の三者で面談を複数回
実施。疑問点を一つ一つ解消し、事業承継のプロセスを整理していきま
した。また、顧問税理士と連携し、税務上の留意点や譲渡後に発生する
税金（債務免除益などを含む）についても確認。その結果、わずか約6～
7ヶ月で円滑に譲渡契約を締結することができました。

信頼をつなぎ、新たな事業拡大へ
こうして無事に、㈲オースヤの長年の取引先と従業員1名がハラダ金属
㈱へ引き継がれ、福岡市内近郊の顧客は引き続き安心して商品供給を受
けられることとなりました。原田社長は、大洲社長が築き上げてきた取引

先との関係をしっかりと引き継ぎながら、北九州市と福岡市
でのさらなる事業拡大につなげていきたいと意気込んでい
ます。

㈲オースヤ
住　所：福岡市南区曰佐4丁目9番11号
設　立：昭和55年7月
資本金：300万円
従業員：1名

ハラダ金属㈱
住　所：北九州市八幡西区野面1813
設　立：平成1年4月
資本金：1000万円
従業員：2名
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事業承継を…

M&A
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福岡県事業承継・引継ぎ支援センター
福岡市博多区博多駅前２-９-２８-８階
TEL：092-441-6922

お問い合わせ

2024年9月

基本合意書
締結

支援者

当センターでは、事業承継に関する幅広
いご相談に対応しています。 「承継候補
者はいるが、どのように話を進めればよ
いか分からない」といった初期段階のお
悩みから、譲渡先が未定の場合のマッチ
ング支援、実際の承継交渉・契約まで、状
況に応じて丁寧に支援いたします。

福岡県事業承継・
引継ぎ支援センター

川原 雅章
サブマネージャー

支援者

未来へつなぐ 事業承継
支援事例

譲受側

譲渡側

第三者承継
事業譲渡

2024年5月上旬

センターに
相談

2024年10月

事業譲渡契約
締結

譲渡側
（売手）

譲受側
（買手）

博多の伝統と新しさの融合
ココでしか味わえない限定商品

「hakatakara」は、博多の文化の発信拠点、そして人々が出会う交流拠点になることを目指して名付けま
した。お店のロゴマーク（左下の写真参照）にも、「～」という文字と明太子やラーメンなど博多の名物を掛
け合わせて、「博多から」文化を発信するという想いを込めています。リニューアルから約4ヶ月が経ち、今
では、多くのお客様にご来店いただいています。「また来たい」と思ってもらえるような親しみのある接客
を心掛けています。今後も博多の伝統と現代的な要素を融合させ、さらに魅力あふれるお店作りを目指し
ます。博多に訪れた際には、ぜひお気軽にお越しください　

hakatakara（ハカタカラ）
（「博多町家」ふるさと館の物産棟）
福岡市博多区冷泉町6-10
営10：00～18：00（カフェラストオーダー17：30）
　※サマータイム営業中は9:30～17:30
　　（カフェラストオーダー17:00）
㉁第４月曜日（祝日の場合は翌平日）

今回は、「博多町家」ふるさと館のリニューアル
した新しいカフェ・物販店舗「hakatakara（ハカタ
カラ）」にやってきました。

新たに誕生した博多文化・交流の発信拠点
博多の魅力が詰まった「博多町家」ふるさと館の物産棟

Vol.108

　９月になり、もう少しで秋の訪れを感
じる季節となりました　秋といえば、
様々なイベントが盛りだくさんの「博多
秋博」が開催される時期。ということで
博多の文化を感じられる「hakataka
ra」をご紹介します！
「hakatakara」は、今年４月２６日に

「博多町家」ふるさと館の物産棟として
リニューアルオープンしました。こちらで
は、福岡の老舗日本茶専門店「光安青
霞園茶舗」や老舗和菓子店「お茶々万
十本舗 富貴」とコラボし、「抹茶オレ」　
や「にわか最中アイス」　を販売！福岡
の老舗とのコラボ商品をぜひお楽しみ
ください！
物販にも注目！ここでしか買えない商

品が目白押しです。特におススメしたい
のが「あまおう二○加バウム」！　 名前
のとおり福岡県産のあまおうを使用し
ていて、袋を開けた瞬間にいちごの甘
い香りが広がってきます。表面には、い
ちごの顔になった「にわか面」がプリン
トされ、食べる前に「にわか面」を型取っ
て楽しむことができます！これは買った

人にしか味わえない特別な楽しみ方で
すね　

「hakatakara」では、博多織や博多
人形、博多張子などの伝統工芸品も多
数販売しています。また、先隣の展示棟
では、伝統工芸品の実演を見ることが
できるんだとか！展示棟で製作された張
子、独楽、曲物は実際に「hakatakara」
で販売されています。海外からの観光
客の方は、実演を見て、工芸品を購入さ
れていかれるそうです　
そして、「hakatakara」の前には観

光案内所が併設され、観光客向けにコ
ンシェルジュが常駐しています。ここで
は、日本文化の体験ができるワーク
ショップを開催！ポストカード作り、書
道、抹茶体験をすることができます。海
外の方だけでなく、県内外から訪れた
日本人観光客の方にもぜひ体験してい
ただきたいイベントですね！
まだ「hakatakara」や観光案内所に
訪れたことがない方は、限定商品はも
ちろん、日本文化の体験に足を運ばれ
てみてはいかがでしょうか。

Instagramは
こちら

hakatakara

店主 都 陽子さん

伝統工芸品も盛りだくさん！
実演イベントやワークショップも

※価格は、取材当時（8/5）

会議所NEWSの編集担当が
街で見つけた“よかもん”をご紹介

今月の
気になる

よかもん
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